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１．研究目的 
本研究プロジェクトは、広域ネットワーク上
に分散された大規模マルチメディアデータを
その所在を意識することなく活用するユービ
キタスシステムの実現を目的とし、情報の生成
から消費に至る各プロセスにあわせて、以下の
観点から研究を推進した。 
 
A) 収集フェーズ：各種メディア情報のデータ
ベース構築支援技術 

B) 蓄積フェーズ：大規模データの管理技術 
C) 提供フェーズ：情報検索技術とユーザイン
タフェース 

D) 活用フェーズ：情報分析とコーパス作成 
 

２．研究成果の概要 
2.1 情報収集フェーズにおけるデータベース構
築支援 
ユービキタス情報システムを構築する上で、
既存のメディアを用いて流通している情報を
広域ネットワーク上の流通に適した形式に変
換することは非常に重要な課題である。本研究
では、紙に印刷された文書、ニュース映像、音
楽という３つの情報を例にそれぞれの情報を
データベース化する技術について研究を進め
た。 
印刷物からのデータベース構築支援に関し
ては、OCR や文書画像解析技術が開発されて
いるが、本研究では、これらの技術を用いて電
子化された情報を効果的に利用する技術に焦
点をあてて研究を進め、確率的な文字列マッチ
ング技術に基づいた情報検索法およびその処
理を高速化するためのインデキシング法を開
発した。本研究で提案した確率的近似マッチン
グ法は、OCR の誤りパターンを表す統計モデ
ルを訓練データから構築することによって、高
い検索性能を実現した 7)。 
ニュース映像に対するデータベース構築支
援では、ニュース映像に含まれた映像情報、映
像に付随するテキスト情報を駆使し、映像検索
に必要な情報を抽出する手法を開発した。本研
究では、特にニュース映像中に現れる人物に焦
点を当て、映像中の人物の顔からその人物名を
同定したり、逆に人物名からその人物の登場す
る映像の関連部分を抽出する手法を開発した。 

音楽情報に対するデータベース構築支援で
は、ハミングによる音楽検索を実現するために、
隠れマルコフモデルに基づく音楽の構造解析
法および問い合わせに用いられるハミングと
音楽のフレーズを近似マッチングするための
インデクス作成法を提案した。 
これらの技術は、広域ネットワーク上に存在
する多様な形態の情報を効果的に検索するた
めのデータ解析技術であり、ユービキタス情報
システムの大規模コンテンツを構築するため
の基本技術として重要である。 

 

 
図１ データベース構築支援の概要 

 

2.2 情報蓄積フェーズにおける大規模データの
管理 
定形大規模テキストデータの管理技術は、こ
れまでに多くの研究が行われ、データベース管
理システムに反映されてきた。ユービキタス情
報システムでは、不定形マルチメディア情報の
管理が求められるため、本研究では、画像等の
マルチメディア情報の高速検索に必要な多次
元データのインデキシング法を開発した 4)。こ
の技術は、それまでの技術で実現された性能を
大きく上回るものであり、その後のこの分野の
研究に大きな影響を与えた。 
 

2.3 情報提供フェーズにおける情報検索とユー
ザインタフェース 
情報提供フェーズでのシステムの役割は、多
様なユービキタス情報源から、利用者が必要な



 
情報を効率良く探しだすことを支援する点に
あり、本研究では、情報検索精度の向上と多言
語検察という２つの観点から研究を進めた。 
情報検索精度の向上に関しては、テキストを
中心に文書の構造、センテンスの構造、文書集
合のクラスタ構造、文書中に存在する各種の構
造を用いた高精度検索手法を提案した。 
検索精度の向上については、まず、文書全体
の大域的構造と文というローカルなコンテキ
ストを用いて語彙の多義性を扱うことを試み
た。大域的な情報は、機能構造(背景、目的、
結論等)とし抽出され、語の出現位置に応じて
その語の役割を考慮する。一方ローカルな情報
として文書や問い合わせに含まれるテキスト
から係り受け構造を抽出し、語の多義性の解消
を試みた。後者の手法は、17%程度の検索性能
向上を実現した。さらに、文書クラスタを用い
て各文書の特徴ベクトルを修正する方法を提
案した 6)。この手法は、語と文書の共起情報か
ら、重要語に基づいたクラスタを作成し、この
クラスタ構造を用いて各文書の特徴を修正す
ることによって検索精度を向上させるもので、
7%～11%の検索性能向上を実現した。 
多言語文書に対する検索を実現するために、
本研究では、語彙レベルでの言語間の対応をコ
ーパスから構築する方法を提案した 5)。この手
法は、専門用語をノード、対訳対をリンクと見
て大規模な「対訳」グラフを生成し、グラフを
クラスタリングすることによって精度の高い
訳語クラスタを作成することに成功した。図２
は、この成果を多言語検索に応用することによ
って得られる検索精度の向上を示している。 

 

 
図２ 訳語クラスタの多言語検索への応用 

 

2.4 情報活用フェーズにおける情報分析とコー
パスの作成 
国立情報学研究所が保有する大量なデータ
を分析し、情報検索手法の評価に必要な問い合
わせと正解文書集合からなるテストコレクシ
ョンを構築した 1,2)。このテストコレクション
は、各種の検索手法を統一的に評価できること
が判明したため、本研究プロジェクトに閉じず、
情報検索研究コミュニティに公開した。本研究
では、研究期間内に２種類のテストコレクショ

ンを作成し、このコレクションを用いた検索手
法の比較と評価のワークショップを開催し、国
内外から多くの研究グループの参加を得た。こ
のテストコレクションは、研究成果の評価に必
要なデータベースとして公開されており、情報
検索研究コミュニティの研究促進に貢献して
いる。 

 

３．おわりに 
本研究では、ユービキタス情報システムを実
現するための要素技術について情報収集、蓄積、
提供、活用の観点から研究を進めた。本研究で
考案された各種要素技術は、マルチメディアデ
ータのインデキシングや情報検索での大幅な
性能向上に寄与した。また、それらの技術は、
文書画像や映像を対象としたデータベース構
築支援システムというユービキタス情報シス
テムのコンポーネントシステムとしてまとめ
られた。さらに、本プロジェクトの情報分析に
関する研究は、情報検索分野における大規模テ
ストコレクションという形で結実し、この分野
の研究者に広く公開され、研究推進に役立てら
れている。 
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